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①落ち着いて
身を守る

家具などの下敷き
にならないよう身
体を守りましょう

避難場所とは、切迫した災害の危険から逃れるための施設や場所
・避難場所のうち大きな公園などの「広域避難場所」
では、地震をはじめ大規模火災等発生時の避難先
として、避難できる災害の種類を図記号化（右図）し
て、案内板に表示・設置しているところです。
・津波・洪水時における緊急の避難場所として、３階以上の堅固な高層建物などを津波
（水害時）避難ビルに指定しています。

避難所とは、一定期間滞在し、避難者の
生活環境を確保するための施設
・災害時避難所：避難生活を送るため
の施設。学校の体育館や講堂など
・福祉避難所：高齢者や障がい者など、
避難所生活で配慮が必要な方のため
の避難所

　大阪市とＮＴＴタウンページ（株）が協定を締結し、「防災タウンページ」（各区版）を協力して作成しました。今月中
にタウンページとともに順次配布されます。「災害が起きたら」「日ごろの備え」「避難場所一覧・地図」など、防災に役
立つ情報を掲載しています。詳しくは、ＮＴＴタウンページ（株）（7®0120-920917）まで。

・避難場所へ避難
・自宅内で安全確保

・浸水区域外の避難場所へ
・津波（水害時）避難ビルへ
・自宅（堅固な建物等の3階以上）

②テレビ・ラジオを
つける

地震や津波の正確な
情報をできるだけ早く
確認しましょう

③安全な 避難場所 へ ④ 避難所 での避難生活

　近い将来、南海トラフ大地震が発生するといわれており、今まで以上
に災害に対する備えが必要となっています。
　大阪市では、市民の皆さんの生命・財産を守るため、さまざまな対策
に取り組み、災害に強い安全なまちづくりに努めています。
　自然災害は食い止めることはできませんが、被害を最小限にとどめる

ことはできます。市民の皆さん一人ひとりが防災・減災について正しい
知識を習得し、「自助」（自分・家族の命は自分・家族で守る）と「共助」（地
域の皆さんで互いに助け合う）の心構えを持つことが重要です。これま
での震災などから得た教訓を生かし、もう一度考えてみませんか。

情報が「みつけやすく」「わかりやすく」なり、スマートフォンでも「使いやすく」なります。

地震の時

津波の時

大規模火災 津波 洪水

もしも
地震が
発生したら

防災タウンページが
全戸配布されます！

　東日本大震災では、津波で浸水する避難所などへの誤った避難により、被害が拡大しました。これを教訓とし
て、大阪市では 「避難場所」 と 「避難所」 を明確に区別し、避難できる災害の種類を明らかにしています。
　日ごろから、避難場所・避難所や経路を確認しておきましょう。

ポイントポイント

災害発生直後は
避難所ではなく
避難場所へ避難
しましょう。

情報が「みつけやすく」「わかりやすく」なり スマートフォンでも「使いやすく」なります

1 月1 0 日（火）　大阪市ホームページがリニューアルします1 月1 0 日（火）　大阪市ホームページがリニューアルします

※トップページのURLは変わりませんが、
一部ページのURLが変わりますのでご
注意ください。

http://www.city.osaka.lg.jp/
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　大阪・船場に暮らすネコファミリーの
ユーモラスな会話を通じて、幼児教育
の無償化など子育
て支援施策をお知
らせする動画15本
を、1月10日から
ホームページに順
次掲載します。

▶デザインを一新します
▶ページごとのバラツ
キを抑え内容がわか
りやすくなります

▶探したい情報への入
り口がみつけやすく
なります

▶制度や手続きの名前
がわからない場合は
新機能「選んで探す」スマートフォンでも

使いやすくなります

※1月9日までは旧ホームページが表示されます。
※画面はイメージです

大阪・船場のネコ動画大阪・船場のネコ動画
「子育て“あん・じょう・しぃや”」

地震・津波に備える地震・津波に備える地震・津波に備える地震・津波に備える
おおさか掲示板 子どもの教育・医療 無償化へ

編集/大阪市政策企画室　H 　I 　 〒  ※HI特に記載のないものは市外局番「06」です。


